
テレビやビデオ・ＤＶＤを、１日（平日）に
３時間以上見たり聞いたりしている

自分には、良いところがあると思う
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問合先　教育委員会生涯学習室（☎84－5057）

かめやまの子どもは、テレビやゲームが大好き！？

かめやまの子どもが 危ない！？
～テレビ・ゲーム・スマートフォンの

使い方を見直そう～
　最近、子どもの遊びが変わってきたと感じませんか？
　公園に子どもたちが集まっても、一緒に遊ぶのではなく、
ゲームをしたり、スマートフォンなどを使って、インターネッ
ト上でメッセージ交換によるトークを楽しむといった光景が
見受けられます。そのような子どもたちの姿に、どこか違和
感を覚える方も多いのではないでしょうか。
　日々進化し続けるメディア社会に生きる子どもたち、私た
ち大人は、そのような子どもたちに何をしてあげればいいの
でしょうか、一緒に考えてみましょう。

～平成26年度全国学力・学習状況調査（小学６年生・中学３年生を対象）から～

亀山市の小中学生は、テレビやゲーム、スマート
フォンなどに多くの時間を費やしています

　左の調査において亀山市は、テレビやビデオなどを
１日（平日）に３時間以上見たり聞いたりしている割
合が、小学校 42.7％、中学校 40.5％にのぼり、いずれ
も全国平均を大きく上回っています。
　亀山市の子どもたちが、いかにテレビやビデオなど
と関わっているのかが顕著に表れています。

　1日３時間、１年間では、なんと約45日間も
テレビやビデオなどに費やしていることに！

一方で、亀山市の小中学生は、「自己肯定感」を
感じる児童生徒の割合が低いとの結果も！

　亀山市において「自分には、良いところがあると思
う」と答えた子どもの割合は、小学校 71.7％、中学校
64.4％にとどまり、いずれも全国平均を下回っていま
す。自分の存在に対する自信であり、生きるエネルギー
となる「自己肯定感」が低くなっています。
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　視覚、聴覚に訴え刺激に満ちたメディアなので、子ど
もがテレビやビデオを見ている時は脳がたくさん動いてい
るように思いますよね？
　ところが一方的に送られる情報を受動的に受け取るテ
レビやビデオでは、前頭前野はほとんど動いていない事
も分かってきています。逆に、運動や読書などをするこ
とで、前頭前野は活発に動くと言われています。

脳の働き

前頭前野とは？？
ものを考え出す、人の
気持ちを考える、我慢
する、善悪を判断する、
人間らしい行動を判断
する大切な部分です。

前頭前野

 メディアが子どもたちに与える影響は？

　ゲームやスマートフォンなどの機器の進化により、子どもは親の目の届か
ない自室などで、いつでもテレビ・ゲーム・スマートフォンなどを使用する
ことができるようになり、これらの依存の傾向がますます高くなっています。

長時間の使用は、基本的な
生活習慣の乱れにつながる可能性も！？
　子どもは、朝起きて、しっかり食事をして、
１日活動し、そして十分に睡眠をとることで健
全な心身が育まれます。
　しかしながら、テレビやゲームなどに長時間
関わることで、夜眠れない、朝起きられない、
昼間は眠い、夜は目がさえるといった不健全な
生活リズムに陥ってしまうのです。
　不規則な生活の中で、メラトニンや成長ホル
モン分泌の乱れが、子どもの健やかな成長を阻
害する可能性があります。

子どもたちのやる気が育ちません

　心のコントロールが難しい子どもは、緻
ち

密
みつ

な
企画によって作られたテレビやゲームの目先の
楽しさや興奮にはまってしまいやすいため、勉
強や対人関係などの現実世界のわずらわしさか
ら離れてしまいます。
　何もしなくても情報が目に飛び込んでくるこ
とに慣れてしまうと、子どもは自分で頑張ろう
としたり、取り組む意欲がなくなったりしてし
まいます。

「自己肯定感」が育まれません

　子どもは、自分なりに考えたり、体を動かしたりする中で「自分に対
する自信」＝「自己肯定感」を育んでいきます。テレビやゲーム、スマー
トフォンばかりしていると、体験活動などが損なわれ、自己肯定感が低
くなってしまう可能性があります。
　自己肯定感が高い子どもほど、意欲や前向きな気持ちを持っています。

特集２  子どもの健康
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子育て子子子子子子子子育育育育育ててててててててて
マイブック

KOSODATE MY BOOK

「子育てマイブック」は、お子様の健やかな育ちのための大切なポイントをまとめたものです。
毎日の子育ては大変です。でもその時間は、あなたやお子様の人生の中で、ほんの少ししかない一番輝いているか
けがえのない時間です。そのすばらしい時のちょっとした手助けになれば、そんな願いをこめてこの冊子をつくり
ました。

この冊子のねがい
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あなたのメディアの付き合い方は？

　「毎日の家事や育児が忙しいからテレビやビデオは必要…でもどの程度ならいいの？」「どんな
風に見せたらいいの？」近年、スマートフォンなどの新しいメディアも浸透する中、メディアの
利用方法に、不安や疑問を感じるママも多いのではないでしょうか？？
　そこで今回は、メディアが子どもに与える影響や上手な活用方法についてご紹介します。

PAPA・MAMA
for

メディアと
の上手な

付き合い方
編

テレビ・テ
レビゲーム

・パソコン
・携帯電話

など

子育て中の

幼児期用リ
ーフレット

  No.3

　赤ちゃんは出産直後から匂いや肌のぬくもり、
声で親（第一養育者）を覚え、親が赤ちゃんの
授乳や世話の求めに適切に応じることで､親子
の間に安定した愛着が形成されるといわれます。
この親子の愛着が人を信頼する土台です。スマ
ホ育児などの過剰なメディア接触のために､親の
応答が少なすぎる状態が続くと愛着形成に強い
ダメージを与えるのです。

　2013年11月に出されたアプリ業者のガイドラインを裏読みすると、
●「親子で会話しながら一緒に利用」
　　　→『スマホは親子の会話を奪い、別々の時間を増やします』
●「創造的な活動になるよう工夫」
　　　→『スマホを使うことは決して創造的な活動ではありません』
●「多様な体験ができる機会をつくる」
　　　→『スマホは多様な体験の機会を奪うことになります』
●「生活サイクルを守りながら利用」
　　　→『スマホは生活サイクルを破壊する可能性があります』
●「親子でコミュニケーションをとりながら」
　　　→『スマホは親子のコミュニケーションを奪います』

　私たち大人はどうでしょう。普段、電車に乗って周りを見て下さい。
7～8割の人は、スマホなどの携帯端末を手にしています。皆うつむ
き無表情に「四角い板」に吸い込まれています。こんな社会の中で
子どもたちが育っていって本当の愛着形成は望めません。一度振り
返ってみて下さい。

親子の絆

幼児期用リーフレット  No.3　「パパ・ママよんで！」　～メディアとの上手な付き合い方編～

□ 朝起きると、とりあえずテレビをつける。
□ 家ではテレビをつけたままのことが多い。
□ 子どもと一緒にいても、携帯を長時間
　  いじっていることが、よくある。
□ テレビや携帯をみながら、返事や会話をしている。
□ ネットやゲーム、メールなどをしていると、
　  ついつい時間を忘れてしまう。

落合小児科医院　落合　仁 院長

まずは、パパとママの
メディア漬け度をチェックしてみよう！

たくさん当てはまる人は要注意！ 使い方によっては、子どもの生活や行動への影
響も心配されています。

※日本小児科医会　http://jpa.umin.jp/ から引用

メディア社会に生きる子どもたちへ

大人ができること
　情報化社会が進むなかで、子どもからテレビ・ゲーム・スマー
トフォンなどを取り上げることは不可能です。
　では、私たち大人はどうすればよいのでしょうか？

ポイント①

ポイント②

　ご家庭で、テレビ・ゲーム・スマートフォンなどを使うに
あたっての ルールづくり が大切です。大人が、メディア
の利点・欠点をよく理解し、子どもがいかにうまくメディアを
利用するかをコントロールしてあげることが重要です。

　子どもがテレビやゲームではなく、地域の中で 体験や運動などに熱中して、
自分なりに頑張っていける 居場所づくり をすることも大切です。

テレビ・ゲームなどの使用ルールづくり （事例紹介）

市の取り組み

学校の取り組み

○�幼少期におけるテレビ・ゲームなどの影響を紹介した『子
育てマイブック』や『パパ・ママよんで！』などのパン
フレットの作成・配布
○�「テレビ・ゲーム・スマートフォンなどの子どもへの影響」
を取り上げた行政出前講座の実施
○�自分の言葉で「考えるチカラ」をつけるプログラム『家
族交換日記』、目標を掲げそれに向かって「努力するチカ
ラ」をつけるプログラム『家庭約束手帳』を企画

スマホルール
ロゴマーク

～子どもの声～
「つらかった 家庭学習 ノーテレビノーゲーム」
　テレビやゲームを我慢して、頑張って勉強
しました。学習時間が増えるとうれしくなっ
て、自分から机に向かう習慣がつきました！

　ＰＴＡと協力して、ノーテレビ・ノーゲー
ムデーを設け、テレビやゲームなどの時間
を減らし、家庭学習や家庭団らんの時間を
増やしてもらうように取り組んでいます。

ノーテレビ・ノーゲームデー（亀山東小学校）

亀山中学校のルールとして、
（１）インターネットの使用時間を２時間以内にする。
（２）使用する前にアラームをセットする。
（３）夜 11時以降は使用しない。
この３カ条を掲げ、生徒会を中心に取り組んでいます。

インターネット使用のルールづくり（亀山中学校）
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1.「おはよう」「ありがと
う」のいえる子

『亀山っ子』市民宣言

2.きまりや交通ルール
を守る子

3.運動や読書に親しむ
子

4.力をあわせて仕事を
する子

5.人やものを大切にす
る子

6.未来に夢を持ち続け
る子

地域での子どもの居場所づくり

放課後子ども教室

サマーキャンプ

　平成 19 年度から国の放課後子ども総
合プランに沿って、地域の人が講師に
なって、地域で放課後にワークショッ
プ体験活動を２時間程度行い、子ども
の学びを増やしています。
　教室では、周りの友だちと一緒に創
作や活動を行うので、対コミュニケー
ション能力も高めることができます。

　平成 20 年度から、地域や年齢が異な
る生徒児童が「共に育ち成長する」を
テーマに、３泊４日で合宿を行ってい
ます。
　このキャンプでは、テレビやゲーム
などがない集団生活の中で規則を守り、
子どもたちが地域の中で頑張っていけ
る「チカラ」をつけられるよう取り組
んでいます。

　メディア依存に関する問題は、子ども自身や家
庭のみならず、子どもを取り巻く大人を含めた地
域ぐるみで取り組まなければなりません。
　大人が作りあげてきた便利なメディア社会で、
未来を担う子どもに、さまざまな人々との交流や
体験活動の機会を提供し、さまざまな逆境に立ち
向かうチカラを育むことができるのも大人です。

地域と協力して、

子どもたちの居場所づくり

頑張るチカラを

伸ばそう！

（加太小学校）

（野登小学校）

（亀山市青少年育成市民会議によるサマーキャンプの開催）

子 のど 未も 来 のために

　すべての亀山市の子どもたちが、将来ひとりの人間
として生きていくために基礎となる「チカラ」を身に
付けてほしいと願って、市民の方々が話し合って採択
された「『亀山っ子』市民宣言」。
　この願いの実現に向けて、私たち大人は、いったい
何をするべきなのか、今一度考えてみませんか？

※�情報機器の問題には、子どもの個人情報の拡散や不健全なサイトの閲覧、詐欺や性的被害などに対する防止対策全般（インターネットセーフ
ティ）が含まれます。また、LINEやFacebookなどのSNS（ソーシャルネットワーキングサービス）によるいじめ対策等も含まれます。なお、「三
重県青少年健全育成条例」のインターネットセーフティに対する保護者の責務などが改正され、平成27年７月１日から施行されます。

特集２  子どもの健康
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